
































This paper introduces so called “American Misogyny”, as a traditional Hollywood movie’s view 
of women. I research the origin and history of this viewpoint, and also try to ﬁ nd how much this is 
a universally acknowledged truth on Hollywood pictures. I suppose this sense of value is one of the 
important analysis tools for American movies.
＊人文学部 映像コミュニケーション学科














































（The Great Train Robbery, 1903, 12 min.）や
本格西部劇の走りとなった「幌馬車」（The 
Covered Wagon, 1923, 98 min.）、「シェーン」
（Shane, 1953, 118 min.）から、典型的な西部劇
大作である「西部開拓史」（How the West Was 
Won, 1961, 162 min.）や繰り返し映画化された
「 シ マ ロ ン 」（Cimarron, 1931, 131 min. and 
1960, 147 min.）、そして最近の「シルバラード」
（Silverado, 1985, 133 min.）や「許されざる者」
































































































































































サブランカ』（Casablanca, 1942, 102 min.）や『黄
色いリボン』（She Wore a Yellow Ribbon, 1949, 
103 min.）などの名作も挙げている。しかし『危
険な情事』や『氷の微笑』（Basic Instinct, 1992, 
127 min.）、「ローズ家の戦争」（The War of 
the Roses, 1989, 116 min.）、「ダイヤルM」（A 




















































































































グ」（Big, 1988, 104 min.）は、大人（背が高い）
になりたいと思う中学生のジョシュアが、願い
がかなった時の不安と喜びを描いたハート



































（Bonnie and Clyde, 1967, 112 min.）はクライ
ドがボニーと結ばれて強盗生活から二人だけの
世界に逃避しようとした時点で悲劇的結末を迎









Rider, 1969, 95 min.）や「真夜中のカーボーイ」
（Midnight Cowboy, 1969, 113 min.）、から「ス
ケアクロウ」（Scarecrow, 1973, 112 min.）、「狼





































































注14 映画の評価に関しては International 








ジャー』（Disclosure, 1994, 128 min.）に
至っては5.9という低評価となっている。
注15 『映画の構造分析』前出、PP 232-233
注16 Frederick Jackson Turner （1861-1932）
は、“The Significance of the Frontier 
in American History （1893）”『アメリ
カ史におけるフロンティアの意義』で、
フロンティアの存在がアメリカ独自の制
度や国民性の形成に大きな役割を果たし
たと論じ、当時大センセーションを巻き
起こした。アメリカ人において「フロン
ティア精神」がいかに重要な思想的支柱
になっているかを想起させる。
注17 『〈映画の見方〉がわかる本』（町山智浩著、
洋泉社、2002年）74頁
